
五
、
【
石
の
伝
説 

鬼
の
杖

石
（
賑
岡
町
）
】

　

岩
殿
の
石
道
（
大
田
ヶ
原
）

に
あ
り
、
昔　

岩
殿
山
に
赤

鬼
が
棲
み
、
常
に
両
手
に
石

杖
を
持
っ
て
い
た
。
右
は
太

く
長
く
、
左
は
細
く
短
か
っ

た
。

　

或
る
時
、
鬼
は
何
か
に

怒
っ
て
、
両
手
の
石
杖
を
天

高
く
投
げ
、
そ
の
落
ち
た
響

き
は
雷
の
如
く
、
大
地
は
地

震
の
よ
う
に
震
え
た
。
今
山

麓
か
ら
一
キ
ロ
ば
か
り
の
東

の
石
道
（
石
道
）
と
呼
ぶ
地

の
桑
畑
の
中
に
、
柄
の
方
を

西
に
向
け
、
地
中
深
く
突
き

立
っ
て
い
る
の
が
赤
鬼
の
左

杖
で
こ
れ
を
鬼
の
杖
と
い
う
。

地
上
の
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
、

幅
六
十
糎
、
厚
さ
二
十
四
糎

の
も
の
で
、
地
下
に
埋
ま
っ

て
い
る
部
分
は
無
限
だ
と
い

わ
れ
、
石
の
上
部
に
は
鬼
の

手
の
拇
指
、
食
指
、
中
指
の

跡
が
明
ら
か
に
つ
い
て
い
る

と
い
う
。
こ
の
杖
よ
り
も
更

に
太
く
て
長
い
と
い
わ
れ
て

い
る
右
杖
は
、
は
る
か
西
方

の
笹
子
峠
に
近
い
白
野
の
原

に
た
っ
て
い
て
、
「
立
石
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

【
腹
切
り
石
（
賑
岡
町
）
】

　

強
瀬
に
あ
り
、
昔　

諏
訪

某
と
い
う
人
が
落
ち
ぶ
れ
て
、

強
瀬
の
仁
科
九
郎
衛
門
と
い

う
人
の
家
に
か
く
れ
、
年
を

経
た
が
世
に
出
る
便
も
無
く
、

庭
前
の
石
の
上
で
切
腹
し
た
。

遺
言
を
し
て
、
「
わ
が
追
善

に
は
、
た
だ
桂
川
の
水
を
汲

ん
で
、
こ
の
石
に
注
げ
ば
良

い
。
万
一
こ
の
家
に
変
事
あ

れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め
知
ら
せ

る
。
」
と
い
っ
た
。

　

こ
の
石
を
、
腹
切
り
石
と

い
い
、
後
に
何
か
変
事
が
あ

る
時
は
、
事
前
に
必
ず
耳
の

あ
る
蛇
が
現
れ
た
と
い
う
。

【
立
石
（
笹
子
町
）
】

　

白
野
の
原
と
の
境
の
立
石

坂
に
あ
る
。
昔　

山
姥
が
杖

が
折
れ
た
の
で
、
そ
の
一
片

を
こ
こ
に
捨
て
た
。
他
の
一

片
は
岩
殿
山
の
麓
に
あ
っ
て
、

鬼
の
杖
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

【
白
野
の
大
石
（
笹
子
町
）
】

　

白
野
の
子
の
神
社
付
近
に

あ
り
、
長
さ
八
間
（
十
四
，

四
メ
ー
ト
ル
）
横
五
間
（
九

メ
ー
ト
ル
）
あ
っ
て
、
花
崗

岩
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大

石
を
誰
が
運
ん
で
来
た
の
だ

ろ
う
。
神
様
が
運
ん
で
来
た

の
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
人

も
あ
っ
た
が
、
明
治
四
十
年

の
大
水
害
の
時
、
大
鹿
川
か

ら
流
れ
て
き
た
も
の
だ
と
い

わ
れ
て
い
る
。

【
不
思
議
石
（
初
狩
町
）
】

　

昔
か
ら
初
狩
に
不
思
議
と

呼
ば
れ
る
石
が
あ
り
、
貝

石
・
玉
子
石
・
柱
石
・
矢
の

根
石
・
蚕
種
石
・
木
の
葉

石
・
競
べ
石
で
、
貝
石
は
貝

形
の
化
石
で
、
玉
子
石
は
卵

形
そ
っ
く
り
の
大
き
な
石
で
、

高
さ
二
メ
ー
ト
ル
位
、
長
さ

五
メ
ー
ト
ル
位
あ
る
。
柱
石

は
六
角
形
の
柱
型
の
石
で
、

直
径
三
十
糎
位
、
長
さ
一

メ
ー
ト
ル
か
ら
二
メ
ー
ト
ル

以
上
も
あ
る
。
矢
の
根
石
は

昔
、
鎮
西
八
郎
為
朝
が
矢
の

根
に
つ
け
て
弓
を
作
り
、
野

獣
を
射
殺
し
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
蚕
種
石
は
、
名
の
如

く
、
毎
年
五
月
中
旬
、
蚕
を

掃
き
立
て
る
頃
に
な
る
と
、

ふ
だ
ん
灰
色
の
大
石
が
、
青

い
昔
と
共
に
蚕
の
稚
蚕
掃
立

寸
前
と
同
色
に
な
り
、
養
蚕

家
は
こ
の
石
を
見
て
、
蚕
の

掃
立
を
用
意
す
る
。
木
の
葉

石
は
、
ナ
ラ
、
又
は
ソ
ロ
の

化
石
が
岩
に
付
着
し
て
い
る

が
、
風
化
し
て
ボ
ロ
ボ
ロ
落

ち
笹
子
川
の
北
岸
に
あ
る
。

　

競
べ
石
は
、
幼
児
か
ら
老

人
に
至
る
何
人
で
も
背
く
ら

べ
を
し
た
と
の
こ
と
、
八
米

位
い
岩
で
、
十
七
段
位
の

段
々
で
、
何
人
で
も
必
ず
ど

の
段
に
か
合
わ
せ
る
こ
と
が

出
来
た
と
の
こ
と
、
か
っ
て

秋
元
但
馬
守
が
、
こ
の
こ
と

を
聞
き
、
従
者
に
命
じ
て
谷

村
の
居
館
に
運
ば
せ
競
べ
て

み
た
と
こ
ろ
、
さ
ら
に
不
思

議
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
腹
を

立
て
、
谷
村
か
ら
約
千
米
隔

て
た
院
周
辺
橋
上
か
ら
投
棄

さ
せ
た
と
い
う
。

【
天
狗
岩
（
梁
川
町
）
】

　

網
本
の
河
原
の
向
側
の
聳

え
て
い
る
岩
で
、
昔
こ
の
岩

の
て
っ
ぺ
ん
に
天
狗
が
棲
ん

で
い
て
、
そ
の
岩
か
ら
こ
ち

ら
の
部
落
へ
網
を
張
り
、
夜

人
々
が
寝
し
ず
ま
る
と
、
そ

の
網
を
渡
っ
て
遊
び
に
来
た

と
い
う
。
之
が
天
狗
岩
の
由

来
で
あ
り
、
網
本
の
地
名
が

こ
れ
か
ら
起
こ
っ
た
と
い
う
。

【
鬼
面
岩
（
大
月
町
）
】

　

三
島
神
社
に
あ
り
、
大
き

さ
四
十
糎
程
の
石
で
、
鼻
も

目
も
あ
り
人
間
の
顔
に
似
て

い
る
。
俗
に
鬼
ず
ら
石
と
い

う
。
昔　

岩
殿
山
で
拾
っ
た

の
を
こ
こ
に
お
さ
め
た
も
の

で
、
「
手
に
ス
ヘ
テ
岩
殿
山

に
行
ン
ヤ
」
と
云
え
ば
、
軽

く
上
が
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

【
御
前
岩
（
大
月
町
）
】

　

大
月
と
猿
橋
の
境
（
駒
橋
）

に
あ
り
、
昔　

岩
殿
山
頂
に

峰
火
台
の
中
心
が
あ
り
、
こ

こ
に
も
小
山
田
氏
の
烽
火
台

が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

水
の
伝
説
【
亀
ヶ
池
（
賑

岡
町
）
】

　

岩
殿
山
上
に
あ
り
、
小
山

田
の
城
が
あ
っ
た
時
の
飲
用

水
で
、
現
在
も
こ
ん
こ
ん
と

湧
き
出
て
お
り
飲
む
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
岩
山

の
頂
上
近
く
に
、
飲
料
水
に

な
る
池
が
あ
る
の
も
不
思
議

だ
が
、
昔
か
ら
干
天
の
時
に
、

こ
の
池
を
さ
ら
ん
ば
必
ず
雨

が
降
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
池
の
下
に
馬
洗
い
の
池

が
あ
る
。

【
硯
水
（
賑
岡
町
）
】

　

大
月
町
真
木
の
間
明
野
か

ら
約
八
キ
ロ
、
雁
ケ
腹
摺
山

の
八
合
目
辺
に
あ
る
。
大
き

な
花
崗
岩
の
割
れ
目
か
ら
水

が
湧
き
出
し
、
そ
の
傍
の
表

面
が
凹
ん
だ
石
に
集
ま
っ
て
、

干
天
に
も
涸
れ
ず
大
降
り
に

も
あ
ふ
れ
ず
、
古
来
こ
れ
を

硯
水
と
呼
ん
で
い
る
。

【
鏡
が
池
（
大
月
）
】

　

真
木
の
コ
ン
ド
ウ
丸
と
い

う
高
嶺
の
麓
の
平
地
に
池
が

あ
る
。
今
は
埋
も
れ
て
菰
草

が
茂
っ
て
い
る
が
昔
、
鎮
西

為
朝
が
伊
豆
か
ら
来
て
、
こ

の
辺
に
庵
を
結
ん
で
い
た
。

そ
れ
で
こ
の
池
を
「
鎮
西
ケ

丸
」
と
い
い
、
付
近
に
お
馬

冷
し
場
、
菜
畑
と
い
う
地
名

も
あ
る
。
ま
た
こ
の
池
の
中

か
ら
古
鏡
が
一
面
出
た
の
で
、

こ
れ
を
鏡
ケ
池
と
も
い
う
。

こ
れ
は
か
っ
て
の
為
朝
の
夫

人
、
侍
女
な
ど
が
こ
の
池
で

自
殺
し
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
、

な
お
こ
の
池
か
ら
水
晶
の
玉

も
拾
い
出
し
た
が
、
こ
れ
を

お
玉
と
称
し
、
早
魃
の
時
こ

の
玉
を
池
に
浸
せ
ば
、
忽
ち

雨
が
降
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。

【
鎮
西
池
（
初
狩
町
）
】

　

滝
子
山
上
に
あ
り
昔
、
鎮

西
八
郎
為
朝
が
こ
こ
に
逃
れ

て
き
て
、
居
を
構
え
た
が
、

水
が
な
く
て
困
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
た
ま
た
ま
矢
を
射
っ

た
ら
、
そ
の
突
き
さ
さ
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
泉
が
湧
き
出
し

て
、
池
に
な
っ
た
と
い
う
い

い
伝
え
が
あ
る
。
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